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拝啓 時下益々御盛栄の段大慶に存じます．平素より皆様方の御支援御協力を賜り， 

衷心より御礼申し上げます． 

■■■トピックス■■■ 

1. 第3回月例研究会決定（11月8日（木）総務省国際戦略局 藤野総務課長） 

2. 学会ジャーナル論文寄稿及び研究発表会発表者募集開始－1月10日締切 

3. APECフォーラム「AI,ブロックチェインと電子政府」終了－10月3日 於台北 

4. 日中会議「スマートシルバー・イノベーション（ICTビジネスと日中高齢社会）」参加者募集 

5. 日ASEANスマートシティ・ワークショップ開催 

 

1. 第3回月例研究会（総務省国際戦略局藤野総務課長御登壇） 

第3回月例研究会は，11月8日に，総務省国際戦略局 藤野総務課長をお招きして開催します． 

総務省の鈴木康雄，小笠原両事務次官経験者，山田真貴子局長などとともに学会会員の国際戦略局

の中枢で活躍する藤野総務課長に御登壇をお願いいたしました．国会開催中の御多忙の中の講義と

なります．奮ってご参加ください． 

■講 師：総務省国際戦略局総務課長 藤野克様 

■テーマ：総務省の国際戦略 

■日 時：11月8日（木） 

18:10 開会挨拶：NPO法人国際CIO学会理事長 岩﨑尚子 

18:12 講  義：総務省国際戦略局総務課長 藤野克様 

19:10 質疑応答：夕食あり 

19:50 閉会の挨拶：国際CIO学会理事・前世界会長 小尾敏夫 

■場 所：早稲田大学19号館（西早稲田ビル）※教室は決まり次第ご案内いたします． 

西早稲田交差点から都電荒川線の方に下り，水稲荷神社の向かい側白い８階建てビル 

■キャンパスマップ：https://www.waseda.jp/top/assets/uploads/ 

■参加費：無料 

■お弁当のご用意をさせていただきます。 

■申し込み先：10月31日（火）事務局長 三嶋までobi_waseda@yahoo.co.jp 

※当日急きょご欠席される場合は，早めにご連絡を頂ければと存じます。 

NPO法人国際CIO学会経費の都合により，お食事代をお支払い頂くことがあります。 

 

 



 

2. 学会ジャーナル論文寄稿および研究発表会発表者募集開始 １月10日締切 

2019年3月に国際CIO学会春季研究大会を開催予定です．年次研究大会の発表者並びにこれに合

わせて発行する学会ジャーナルの論文を募集致します．テーマは「CIO に関する研究領域」です．

詳細は WEB サイトをご覧ください．スケジュールは次の通りです．尚，春季研究大会の日程お

よび場所については次号学会ニュースでご報告いたします． 

■スケジュール■  

2019年 

1月10日 ○学会ジャーナル一般論文募集締切 

○学会ジャーナル査読論文募集締切 

○春季研究大会発表論文アブストラクト募集締切 

2月10日 ○学会ジャーナル一般，査読論文採択通知 

○春季研究大会発表者採択通知 

2月20日 ○学会ジャーナル査読論文修正付採択者の最終原稿提出（15枚以内）締切 

3月  ○学会ジャーナル第14号発刊及び春季研究大会開催 

※論文執筆要領は学会ホームページの「論文投稿要領」と「テンプレート」をご参照ください．

http://CIO-japan.waseda.ac.jp/docs/journal_template_2012.pdf 

 

3. APECフォーラム「AI,ブロックチェインと電子政府」終了－10月3日 於台北 

APECフォーラム「AI,ブロックチェインと電子政府」が台北にて10月3日に開催されました．国

際CIO学会も協力しているAPEC電子政府研究センターが主催でメンバー加盟国（地域）である

日本，米国，インドネシア，フィリピン，タイ，チャイニーズ・タイペイ（台湾）からのスピーカ

ーと 21 か国代表が参加．小尾理事が議長を務めました．スピーカーの大半は学会中心メンバーで

した．日本からは総務省のIT戦略と先端技術の活用について廣重APEC担当室長がプレゼン，NTT

データの河田部長がブロックチェイン技術を活用した貿易情報連携基盤実現に向けた事例について，

米国 IAC会長のオーフレット教授がブロックチェインの電子政府への活用を，タイ IAC会長のサ

ック電子政府庁長官はブロックチェインの活用事例，フィリピンの IAC会長マグノ教授，インドネ

シアの IAC 会長スホノ教授は世界的ブームのスマートシティとブロックチェイン活用について論

究しました．岩﨑理事長も講演で，AI,ブロックチェイン新時代の電子政府や自治体の人材育成につ

いてAPEC加盟エコノミーに人材育成モデルの構築の必要性を述べました． 

 

4. 日中会議「スマートシルバー・イノベーション（ICTビジネスと日中高齢社会）」参加者

募集 

日中科学会議「スマートシルバー・イノベーション」を中国青島市にて10月20～21日に開催しま

す．両国の巨大マーケットに浮上している医療健康分野の主役高齢社会産業に焦点を当てます．こ

の会議は，7月26日に学会も後援し早稲田大学で開催した「日中スマート・シルバー・フォーラム」

http://cio-japan.waseda.ac.jp/docs/journal_template_2012.pdf


に続く会議です（両国から専門家41名が参加し，日本側は学会会員14名が出席しました）． 

今回、日本側は JST(文科省の科学技術推進機構)が共催で総務省，学会，早稲田大学， CIAJも

本フォーラムに協力しています．中国側は中国政府，科学技術協会，中国人工知能学会，山東省が

ホスト．本会議の参加者を募集しております．日中両国企業からのシルバービジネス関連の展示も

予定しています．関心のある方は，国際CIO学会事務局 三嶋（obi_waseda@yahoo.co.jp）まで．

旅費は自弁，参加費は学会負担となります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

5．日ASEANスマートシティ・ワークショップ開催 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

11月21－23日にベトナムのダナン市で標記ワークショップが総務省とASEAN事務局，ベトナ

ム政府との共催で開催される．小尾学会理事が議長で，ASEAN10 か国から約 50 人の政府担当者

や専門家が集結する．日本からは総務省，NICT，早稲田大学をはじめNTT東など企業3社が参加．

ASEAN市場開拓の絶好のチャンス．旅費は自弁．参加希望者は事務局の三嶋まで（11月10締切）

ご連絡ください。 

以上 

（文責：三嶋） 


